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連
人
権
委
員
会
で
は
昨
年
に
続
き
、
死
刑
廃
止
を
求
め
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
ル
ワ
ン
ダ
で
は
多
数
の
死
刑
が
公
開

で
執
行
さ
れ
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
が
抗
議
を
続
け
て
い
る
。
日
本
政
府
は
、
組
織
犯
罪
対
策
法
案
で
は
国
際
的
な
要
請
を

強
調
す
る
が
、
死
刑
に
つ
い
て
は
各
国
が
独
自
に
決
定
す
べ
き
問
題
と
し
て
、
廃
止
が
大
勢
と
な
っ
て
い
る
世
界
の
潮
流
に
背

を
向
け
て
お
り
、
こ
う
し
た
姿
勢
の
矛
盾
な
ど
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

死
刑
を
最
高
刑
と
す
る
「
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
案
」
を
含
む
「
組
織
的
な
犯
罪

に
対
処
す
る
た
め
の
法
整
備
に
関
す
る
三
法
案
」
（
以
下
、
組
織
犯
罪
対
策
法
案
と
い
う
）
が
国
会
に
上
程
さ
れ
た
一
方
、
国 

一 

組
織
犯
罪
対
策
を
め
ぐ
る
国
際
的
動
向
に
つ
い
て 

（
3
） 

組
織
犯
罪
対
策
の
た
め
の
法
律
を
制
定
し
て
い
る
国
の
う
ち
、
死
刑
を
最
高
刑
と
し
て
い
る
国
は
何
力
国
あ
る 

（
2
） 

国
連
加
盟
国
中
、
組
織
犯
罪
対
策
の
た
め
の
法
律
を
制
定
し
て
い
る
国
は
何
ヵ
国
あ
り
、
う
ち
殺
人
罪
の
重
罰
を

規
定
し
て
い
る
国
は
何
力
国
あ
る
か
。 

（
1
） 

組
織
犯
罪
対
策
を
求
め
る
国
際
的
な
動
向
の
中
で
、
死
刑
を
罰
則
に
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
各
国
間
で
ど
の

よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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二 

死
刑
廃
止
を
求
め
る
決
議
と
死
刑
を
め
ぐ
る
国
際
的
動
向
に
つ
い
て 

（
4
） 

死
刑
廃
止
を
求
め
る
決
議
が
昨
年
に
続
い
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
ま
た
、
今 

（
3
） 

人
権
委
員
会
の
決
議
後
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
が
ど
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
か
、
承
知

し
て
い
る
か
。 

（
2
） 

死
刑
廃
止
を
求
め
る
決
議
が
昨
年
に
続
き
、
採
択
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
1
） 

本
年
四
月
三
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
人
権
委
員
会
に
お
い
て
、
死
刑
廃
止
を
求
め
る
決
議
が
昨
年
に
続
き
、
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
採
択
に
参
加
し
た
各
国
の
賛
否
状
況
、
日
本
政
府
の
対
応
と
そ
の
理

由
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
5
） 

組
織
犯
罪
対
策
は
国
際
的
要
請
と
政
府
は
強
調
し
て
き
た
が
、
組
織
犯
罪
対
策
で
死
刑
を
最
高
刑
と
す
る
こ
と
も

国
際
的
要
請
に
応
え
た
措
置
と
考
え
る
か
。 

（
4
） 

「
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
案
」
で
、
死
刑
を
最
高
刑
に
規
定
し
た
理
由

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
罪
に
死
刑
を
規
定
し
て
い
る
か
。 
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三 

ル
ワ
ン
ダ
の
公
開
処
刑
に
つ
い
て 

（
7
） 

死
刑
を
め
ぐ
り
、
廃
止
が
大
勢
を
占
め
る
国
際
的
動
向
に
背
を
向
け
る
ば
か
り
か
、
執
行
の
有
無
さ
え
も
答
弁
せ

ず
、
存
廃
議
論
の
基
礎
と
な
る
情
報
公
開
を
し
な
い
日
本
政
府
の
姿
勢
は
、
「
わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自 

国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的
な
も
の

で
あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
ふ
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を
維
持
し
、
他
国
と
対
等
関
係
に
立
た
う
と
す
る
各
国
の
責
務

で
あ
る
と
信
ず
る
」
と
定
め
る
日
本
国
憲
法
前
文
に
照
ら
し
、
相
当
な
態
度
と
考
え
る
か
。 

（
6
） 

組
織
犯
罪
対
策
を
求
め
る
国
際
的
要
請
を
受
け
、
国
内
法
と
し
て
組
織
犯
罪
対
策
法
案
を
整
備
す
る
の
で
あ
れ 

（
5
） 

死
刑
の
存
廃
が
外
交
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
摘
発

に
お
い
て
、
死
刑
の
存
廃
に
よ
っ
て
支
障
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
か
。 

ば
、
既
に
国
連
で
採
択
さ
れ
て
い
る
「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
第
二
選
択
議
定
書
」
や
今
回

の
人
権
委
員
会
決
議
な
ど
を
死
刑
廃
止
を
求
め
る
国
際
的
動
向
と
と
ら
え
、
国
内
法
の
整
備
に
取
り
組
む
考
え
は
な

い
か
。 

後
も
同
様
の
決
議
は
採
択
さ
れ
続
け
る
と
考
え
る
か
。 
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四 

組
織
犯
罪
対
策
法
案
と
死
刑
に
つ
い
て 

（
3
） 

死
刑
廃
止
条
約
の
批
准
を
求
め
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
報
道
関
係
者
に
よ
る
と
、
議
員
の
活
動
が
制
約
さ
れ
る
四
月
末
か
ら 

（
2
） 

オ
ウ
ム
真
理
教
の
林
郁
夫
被
告
に
対
す
る
検
察
官
の
論
告
で
は
、
「
組
織
犯
罪
」
の
解
明
に
果
た
し
た
役
割
な
ど

を
強
調
し
、
本
来
死
刑
を
求
刑
す
べ
き
と
し
な
が
ら
、
無
期
懲
役
の
求
刑
を
選
択
し
た
の
は
「
司
法
取
引
」
で
は
な

い
か
。
組
織
犯
罪
対
策
法
案
を
意
識
し
た
結
果
か
。 

（
1
） 

組
織
犯
罪
対
策
は
「
国
際
的
要
請
」
と
し
、
死
刑
は
「
自
国
の
判
断
」
と
強
調
す
る
日
本
政
府
の
姿
勢
は
国
際
的

に
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
。 

（
3
） 

国
連
人
権
高
等
弁
務
官
が
ル
ワ
ン
ダ
で
の
今
回
の
公
開
処
刑
に
ど
う
い
う
態
度
を
取
っ
た
か
、
承
知
し
て
い
る 

（
2
） 
ル
ワ
ン
ダ
政
府
の
こ
う
し
た
措
置
を
ど
う
考
え
る
か
。
今
後
、
外
交
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
取
り
組
む
つ
も
り
は

あ
る
か
。 

（
1
） 

報
道
に
よ
る
と
、
ル
ワ
ン
ダ
で
少
数
派
の
ツ
チ
族
虐
殺
事
件
を
め
ぐ
り
、
今
月
二
十
四
日
に
二
十
二
人
の
死
刑
が

公
開
で
執
行
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
政
府
は
確
認
し
て
い
る
か
。 

か
。
そ
う
し
た
弁
務
官
の
姿
勢
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
。 

六 

 



 

 

七 

五
月
上
旬
に
か
け
て
の
連
休
中
、
ま
た
は
連
休
の
「
谷
間
」
に
死
刑
の
執
行
を
検
討
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
事

実
か
。 

右
質
問
す
る
。 


